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学会活動の概要 

研究発表会・国際シンポジウムの開催：毎年７月に開催（福島の
環境回復・復興に向けた様々な調査研究による知見が集う場） 

講演会・セミナーの開催：時宜のテーマについて年に数回開催 
学術誌の発行：年４号発行 
連携活動：中間貯蔵・環境安全事業㈱（JESCO）との連携・協力
協定の締結、国・他学会等との連携 

技術分科会、「県外最終処分技術戦略研究会」、その他 

講演会・セミナー 研究発表会・国際シンポジウム JESCOとの連携・協力協定締結 
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県外最終処分技術開発戦略研究会に
おける検討内容 

専門性を有しかつ中立的な立場にある環境放射能除染学会において、 
県外最終処分に向けた技術開発戦略の在り方を取りまとめるための研究会 

(1) 多面的評価とは？ 
(2) 処理対象物 
(3) 現有の処理技術 
(4) 既存の処理施設 
(5) 安全性の確認方法 
(6) 関連法規 

第5章 処理・
処分シナリオ
の設定の試み 

第7章 最
終処分実
現に向け
た提言 

第1章 背景
と目的：全
体を考慮し
た技術開発
戦略の在り
方 

第2章 最終処分を
考えるために必要
な共通基礎知識 

第6章 社会的合意形成に向けた検討：多面的評
価を考慮した仮想的ステークホルダーヒアリング 

技術的側面 

社会的側面 

第3章 処理
工程のマス
バランス解析 

第4章 経
済性評価 

報告書目次 
（2020年中に公開予定） 

 どのようなやり方で最終処分を実現するか、それを社会が選択する上での価値
基準と技術シナリオの明確化、及び客観的評価に基づく技術的方向性の提示 

 社会的公正と手続き的公正の観点からの社会合意形成プロセスとそれを支え
る基盤構築に関する戦略の必要性を提言 


